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●
生
徒
・
保
護
者
の
目
が
学
校
に
向
く�

新
課
程
を
も
見
据
え
た
特
別
講
座
を
通
し
て�

生
徒
は
学
問
へ
の
興
味
を
持
ち
、�

自
分
自
身
の
進
路
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、�

自
己
学
習
力
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
率
が
高
ま
っ
た
。�

同
時
に
、保
護
者
へ
の「
説
明
責
任
」
を
重
視
す
る
こ
と
で�

学
校
へ
の
信
頼
感
が
増
し
、協
力
体
制
が
で
き
た
。�

�

進
路
指
導
最
前
線�

�

授
業
の
工
夫�

生
徒
の
意
欲
を
引
き
出
す
授
業�
教
師
は�

何
を
目
指
し
、�

ど
う
動
い
た
の
か
？�

�

5

３０
単
位
制
と

土
曜
日
特
別
講
座
で

指
導
力
、求
心
力
を
高
め
る

「
生
徒
の
興
味
を
惹
く
授
業
が
で
き
る
の
か
？
」「
で
き

れ
ば
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
く
ら
い
生
徒
に
希
望
し
て

ほ
し
い
」
…
…
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
錯
綜
す
る
。

２
年
生
を
対
象
に
、
土
曜
日
の
２
、
３
限
目
に
各
70

分
の
特
別
講
座
を
開
設
し
た
の
は
’97
年
度
の
２
学
期
の

こ
と
（
１
限
目
は
小
テ
ス
ト
を
含
む
Ｌ
Ｈ
Ｒ
）。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
至
る
に
は
周
到
な
準
備
期
間
が
必
要
だ
っ
た
。

’94
年
度
に
現
行
の
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年

に
は
岡
山
県
の
入
試
制
度
が
そ
れ
ま
で
の
「
岡
山
市
内

５
校
に
よ
る
総
合
選
抜
制
度
」
か
ら
、「
上
位
５
％
は
希

望
校
へ
進
学
で
き
る
」
と
い
う
形
に
改
変
さ
れ
た
。
さ

ら
に
’99
年
春
か
ら
は
生
徒
が
学
校
を
自
由
に
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
山
芳
泉
高
校
で
も
こ
の
流
れ
を
受
け

て
、
21
世
紀
に
な
っ
て
も
多
く
の
中
学
生
が
自
発
的
に

志
望
し
て
く
れ
る
よ
う
な
特
色
あ
る
学
校
作
り
を
目
指

そ
う
と
、
’95
年
度
に
「
芳
泉
21
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。

で
の
一
番
の
テ
ー
マ
は

完
全
週
５
日
制
へ
の
移

行
期
に
土
曜
日
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
だ
っ
た
。
’95
、

’96
年
度
は
ま
ず
教
師
集
団
の
意
思
統
一
に
時
間
を
割
い

た
。
当
時
は
「
土
曜
日
の
授
業
を
や
め
る
と
授
業
時
数

が
減
る
」
と
い
う
意
識
が
強
く
、
授
業
を
行
わ
な
い
こ

と
へ
の
抵
抗
感
が
教
師
の
間
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
他
校
に
比
べ
て
授
業
の
絶
対
時
間
数
は
少

な
く
て
も
、
そ
れ
は
従
来
あ
っ
た
授
業
を
精
選
す
れ
ば

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
か
。

「
無
駄
な
所
を
削
っ
た
結
果
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
に
な
る
場
合
も
多
い
の
で
は
」

と
進
路
指
導
主
事
の
三
　
公
澄
先
生
は
語
る
。

「
高
校
の
学
習
内
容
に
は
人
生
を
通
じ
て
活
用
で
き

日
の
特
別
講

座
を
行
う
先

生
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
講
座
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
講
座
の
選
択
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
」

’98
年
の
４
月
、
学
年
集
会

に
集
ま
っ
た
新
２
年
生
を
前

に
、
教
務
課
の
小
網
晴
男
先
生
は
言
っ
た
。
生
徒
の
目

が
普
段
の
授
業
の
と
き
よ
り
輝
い
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
。「
土
曜
日
特
別
講
座
」
で
は
一
体
何
を
や
る
ん
だ

ろ
う
？
　
そ
ん
な
好
奇
心
に
満
ち
た
目
だ
。

進
路
指
導
課
の
山
本
達
也
先
生
は
自
分
が
開
講
す
る

「
小
論
文
対
応
・
現
代
社
会
の
基
礎
講
座
」
に
つ
い
て
説

明
を
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。「
私
の

講
座
を
何
人
の
生
徒
が
希
望
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」。

そ
れ
は
他
の
教
師
も
同
じ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
生
徒
に
よ
っ
て
自
分
の
授
業
が
選
ば
れ
る
の
だ
。

る
知
識
体
系
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
生
徒
が
学
校

に
目
を
向
け
て
く
れ
な
け
れ
ば
学
習
効
果
は
薄
い
で
し

ょ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
学
校
に
求
心
力
が
あ
り
、
生
徒

に
学
習
の
動
機
が
あ
れ
ば
、
多
少
の
授
業
時
間
数
の
削

減
は
問
題
に
な
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

放
っ
て
お
い
て
も
求
心
力
は
高
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
、
我
々

は
積
極
的
に
仕
掛
け
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
日
30
単
位
制
と
土
曜
日
の
特
別
講
座
は
２
０
０
２
年
、

２
０
０
３
年
へ
向
け
て
の
準
備
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と

言
え
る
の
で
す
」

現
在
の
土
曜
日
講
座
の
原
形
が
全
学
年
揃
っ
た
の
は

’97
年
度
。
１
年
生
で
は
’95
年
度
よ
り
、
市
内
の
美
術
館

を
巡
る
校
外
学
習
を
実
施
。
現
在
は
基
礎
学
力
の
定
着

を
図
る
講
座
を
中
心
に
、
自
己
表
現
力
を
養
う
弁
論
大

会
、
将
来
を
考
え
て
の
進
路
研
究
な
ど
も
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
、
完
成
度
を
高
め
て
い
る
。

１
年
次
に
自
己
理
解
や
学
校
の
求
心
力
を
高
め
た
こ

と
を
土
台
に
、
２
年
次
で
は
自
由
選
択
講
座
が
開
講
さ

土
曜

岡
山
県
立

岡
山
芳
泉
高
校

岡
山
県
立

岡
山
芳
泉
高
校

１
９
４
８
年
岡
山
県
生
ま
れ
。

日
本
史
担
当
。
同
校
は
赴
任
18
年
目
。

土
曜
日
特
別
講
座
の
実
現
に
尽
力
し
た
。

「
生
徒
の
目
を
学
校
に
向
け
さ
せ
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

岡
山
芳
泉
高
校
進
路
指
導
主
事

三
　
公
澄M

isakiK
oucho

１
９
６
３
年
大
分
県
生
ま
れ
。

世
界
史
担
当
。
同
校
は
赴
任
６
年
目
。

進
路
指
導
に
関
し
て
保
護
者
へ
の

説
明
責
任
を
重
視
し
て
い
る
。

「
い
つ
も
精
一
杯
や
ろ
う
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

岡
山
芳
泉
高
校
進
路
指
導
課

山
本
達
也

Y
am
am
oto
Tatsuya

１
９
５
８
年
香
川
県
生
ま
れ
。
物
理
担
当
。

同
校
は
赴
任
７
年
目
。
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
、

土
曜
日
特
別
講
座
の
時
間
割
作
り
や
年
間

計
画
な
ど
、
講
座
開
講
に
当
た
っ
て
の

様
々
な
準
備
作
業
を
担
当
し
た
。

岡
山
芳
泉
高
校
教
務
課

小
網
晴
男

K
oam
iH
aruo

１
９
５
５
年
岡
山
県
生
ま
れ
。
生
物
担
当
。

同
校
は
赴
任
３
年
目
。
新
学
区
制
と
完
全
週

５
日
制
に
対
応
す
る
校
内
改
革
委
員
会
（
今

年
度
設
置
）
の
委
員
長
。「
自
然
を
見
る
目

を
養
う
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
き
た
い
」

岡
山
芳
泉
高
校
教
務
課

松
沢
克
彦

M
atsuzaw

a
K
atsuhiko

岡
山
芳
泉
高
校
の�

取
り
組
み�

●
土
曜
日
の
授
業
を
な
く
し
、特
別
講
座
を
開
講�

完
全
週
５
日
30
単
位
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
た
上
で
、�

隔
週
土
曜
日
の
授
業
を
な
く
し
た
。�

１
年
次
は
土
曜
日
を
学
習
習
慣
の
確
立
、�

自
己
理
解
と
進
路
研
究
、自
己
表
現
の
時
間
と
し
、�

２
年
次
は
教
師
の
専
門
分
野
を
生
か
し�

発
見
型
や
体
験
型
な
ど
の
特
別
講
座
を
開
講
。�

●
生
徒
の
評
価
が
教
師
の
一
層
の
努
力
を
促
す�

２
年
次
の
講
座
の
選
択
は
生
徒
の
希
望
を
尊
重
。�

選
択
の
判
断
材
料
と
し
て
、体
験
講
座
を
行
う
。�

ま
た
、講
座
を
開
講
す
る
た
め
の
事
前
研
究
や
、�

生
徒
へ
の
講
座
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て�

講
座
の
運
営
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、�

平
常
授
業
の
組
み
立
て
に
も
効
果
が
表
れ
た
。�

�

「

芳
泉
21
委
員
会

１
９
７
４
年
創
立
。

岡
山
市
の
南
部
地
域
に
位
置
す
る
共
学
の
普
通
科
高
校
。

１
学
年
10
ク
ラ
ス
で
、

’99
年
度
入
試
で
は
岡
山
大
65
名
を
は
じ
め
、

国
公
立
大
に
１
９
６
名
の
合
格
者
を
輩
出
し
た
。

岡
山
市
内
の
総
合
選
抜
５
校
の
中
で
は
比
較
的
歴
史
が
浅
い
。

'99
年
度
か
ら
は
単
独
選
抜
に
改
編
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.hosen.ed.pref.okayam

a.jp/

崎立
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の
数
か
所
に
色
テ
ー
プ
を
貼
っ
た
板
を
置
い
て
、
そ
の

変
色
の
仕
方
を
観
察
さ
せ
た
り
、
地
球
温
暖
化
が
進
む

と
市
内
は
ど
こ
ま
で
海
に
沈
む
か
を
地
図
上
に
色
を
塗

ら
せ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
た
り
…
…
。
い
ろ
い

ろ
工
夫
を
し
た
つ
も
り
で
す
。
こ
の
講
座
で
作
っ
た
実

験
装
置
は
通
常
の
授
業
で
も
活
用
で
き
ま
し
た
」（
小
網

先
生
）

特
別
講
座
で
は
、
必
ず
生
徒
に
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
担
当
教
師
の
反
省
材
料
に
活
用
し
て
い
る
。

そ
の
生
徒
か
ら
は
こ
ん
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
授
業
で
で
き
な
い
実
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

物
理
の
考
え
方
も
分
か
っ
た
」（「
身
の
回
り
の
物
理
」）

「
世
界
の
こ
と
、
日
本
の
こ
と
な
ど
、
知
ら
な
い
こ

を
保
護
者
に
文
書
で
事
前
に
説
明
し
ま
す
。
週
30
単
位

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
土
曜
日
に
特
別
講
座
を
始
め
る
に

当
た
っ
て
も
、『
こ
の
方
針
で
東
京
大
、
京
都
大
へ
も
進

学
で
き
る
』
と
宣
言
し
て
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

（
山
本
先
生
）

２
年
生
の
特
別
講
座
を
見
る
と
、「
絵

本
の
森
へ
ご
招
待
」「
韓
国
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」「
地
球
か
ら
宇
宙
ま
で
ま
る
ご
と
ウ
ォ
ッ
チ
」「
世

界
の
高
校
生
意
識
調
査
」「
パ
ソ
コ
ン
英
語
講
座
・
生
物

講
座
」
な
ど
、
タ
イ
ト
ル
を
見
る
だ
け
で
も
興
味
を
惹

か
れ
る
講
座
が
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
、
１
年
生
の
取
り

組
み
も
「
大
学
訪
問
」「
古
墳
探
訪
」「
老
人
ホ
ー
ム
訪

問
」
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
だ
。
土
曜
日
の
授
業
を

な
く
し
て
か
ら
３
年
、
教
師
の
間
で
も
土
曜
日
の
活
用

の
ね
ら
い
が
浸
透
し
始
め
て
い
る
。

「
特
別
講
座
は
教
育
熱
心
な
先
生
方
と
豊
か
な
素
質

進
路
指
導
最
前
線�

�

授
業
の
工
夫�
教
師
は�

何
を
目
指
し
、�

ど
う
動
い
た
の
か
？�

�

5

と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
自
分

が
今
ま
で
と
て
も
傾
い
た
考
え
方
し
か
で
き
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
。
小
論
文
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
先
の
人
生
に
役
立
っ
た
と
思
う
」（「
小
論
文

対
応
・
現
代
社
会
の
基
礎
講
座
」）

保
護
者
に
対
し
て
も
、
進
路
指
導
課
は
指
導
の
方
針

を
明
確
に
伝
え
て
き
た
。
昨
年
7
月
の
第
２
学
年
保
護

者
会
で
配
付
し
た
資
料
に
は
、
教
師
の
目
か
ら
見
た
生

徒
の
生
活
上
の
問
題
点
、
学
習
実
態
、
進
路
意
識
な
ど

が
率
直
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
で
は
こ

れ
だ
け
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
の
で
、
家
庭
で
も
こ

れ
だ
け
の
こ
と
は
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。

「
学
校
と
し
て
は
指
導
方
針
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た

上
で
保
護
者
の
協
力
を
得
た
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

た
と
え
模
試
一
つ
で
も
、
ど
う
い
う
目
的
で
行
う
の
か

れ
る
。
’97
年
度
に
開
講
さ
れ
た
当
時
の
２
年
生
の
特
別

講
座
を
ざ
っ
と
見
る
と
、
興
味
深
い
タ
イ
ト
ル
が
並
ぶ
。

懸
賞
論
文
に
向
け
て
論
文
の
研
究
・
作
成
を
行
う
「
懸

賞
論
文
」、
人
間
及
び
人
間
に
か
か
わ
る
生
物
を
題
材
と

し
た
観
察
・
実
験
を
行
う
「
人
間
の
生
物
学
実
験
講
座
」、

数
学
の
様
々
な
発
想
に
つ
い
て
考
え
、
問
題
解
決
の
た

め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
る
「
パ
ズ
ル
的
数
学
の
勧
め
」、

さ
ら
に
「
英
語
検
定
２
級
講
座
」「
筆
禅
道
」
な
ど
な

ど
。
こ
れ
ら
計
18
の
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
担
当
教
師

が
年
度
始
め
に
生
徒
に
説
明
し
、
実
際
に
希
望
す
る
講

座
の
50
分
体
験
講
座
を
３
講
座
、
受
講
し
て
も
ら
う
。

そ
の
上
で
第
２
希
望
ま
で
選
ば
せ
、
人
数
や
教
室
の
調

整
を
し
て
２
学
期
か
ら
開
講
し
た
。

「
平
日
の
履
修
単
位
数
を
他
校
に
先
駆
け
て
週
30
単

位
と
し
た
上
で
、
土
曜
日
に
授
業
の
補
習
で
は
な
い
特

別
講
座
を
開
講
す
る
の
は
冒
険
で
し
た
。
担
当
者
は
授

業
と
は
別
に
講
座
用
の
教
材
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
大
変
な
苦
労
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
特

別
講
座
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
生
徒
の
実
態
把
握
は
、
通
常

の
授
業
の
組
み
立
て
に
も
効
果
と
し
て
表
れ
ま
す
か
ら
」

（
小
網
先
生
）

の
中
で
特
に
人
気
が
集
中
し
た
の

は
物
理
や
数
学
、
英
語
な
ど
の
基

礎
講
座
だ
っ
た
。「
週
30
単
位
の
時
間
の
中
で
精
選
し
た

授
業
を
行
っ
た
結
果
、
理
解
が
不
十
分
な
生
徒
が
増
え

た
か
ら
で
は
」
と
山
本
先
生
は
分
析
、「
こ
う
し
た
こ
と

も
通
常
の
授
業
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

語
る
。

「
土
曜
日
の
特
別
講
座
で
は
個
々
の
教
師
の
個
性
が

浮
き
出
て
き
ま
す
。
教
師
の
方
か
ら
生
徒
に
こ
こ
ま
で

来
な
さ
い
と
手
を
差
し
伸
べ
れ
ば
、
生
徒
も
そ
れ
に
応

え
て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
関
係
が
作
り
や
す
い
ん
で
す
。

そ
れ
が
普
段
の
授
業
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
」

（
三
　
先
生
）

実
際
に
２
年
生
の
特
別
講
座
を
受
け
持
っ
た
松
沢
克

彦
先
生
、
小
網
先
生
は
こ
う
感
想
を
語
る
。

「
私
は
’97
年
度
に
『
人
間
の
生
物
学
』
と
い
う
実
験

講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
生
徒
に
生
き
物
と
し
て
の
人

間
、
つ
ま
り
は
自
分
自
身
へ
の
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
ん
で
す
。
自
分
の
血
で
白
血
球
を
観
察
し
た

り
、
ブ
タ
の
心
臓
を
解
剖
し
た
り
…
…
。
準
備
が
と
に

か
く
大
変
で
し
た
ね
。
終
わ
っ
た
ら
ぐ
っ
た
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
（
笑
）」（
松
沢
先
生
）

「
私
が
開
講
し
た
『
身
の
回
り
の
物
理
』
で
も
、
実

験
・
観
察
を
中
心
に
し
ま
し
た
。
デ
パ
ー
ト
で
肉
が
美

味
し
そ
う
に
見
え
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
切
り
口
か

ら
″

光
　
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
紫
外
線
の
影
響
を

受
け
や
す
い
場
所
は
ど
こ
か
を
確
か
め
よ
う
と
、
校
内

メリカの高校とのe-mail
交換による英語講座。グ

ループ単位で日本の文化や高
校生活など、発信する情報を
吟味して英文ホームページを
作成。国際理解を深め、コン
ピュータ操作にも習熟できる。

ア

’99
年
度

20名�

20名�

40名�

20名�

30名�

�
10～ �
15名�

30名�

40名�

20名�

24名�

23名�

40名�

20名�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

70分�

140分�

普通�

図書�

普通�

普通�

視聴覚機器�

第一社会�

普通�

普通�

化学第一�

普通�

コンピュータ�

普通�

�
体育館、�
グラウンド�

きゅうり（給利・窮
理）の懸賞文芸

絵本の森へご招待�

韓国ウオッチング�

地図と�
フィールドワーク�

上級数学�

新・パズル的�
数学の勧め�

世界の高校生�
意識調査�
�

パソコン英語講
座・生物講座�

英検＆英文法�
�

体育トレーニング・
理論と実践�

全国の懸賞論文・エッセイ・標語な
どに投稿し、表現力を高める�

絵本・児童文学を読む。読み聞か
せや絵本作りも行う�

古文を楽しむ�
�

古文を読み、楽しむ。希望により問
題演習も行う�

体験日本史�
�

年表作成、校外体験学習、生活体
験などを行う�

韓国語の基礎を学ぶ。新聞記事の切り抜
きをしながら、日韓関係、国際関係を考える�

地形図の読図と学校周辺のフィー
ルドワーク�

入試問題の良問（やや難）に取り組む。じ
っくり時間をかけて問題を解いていく。深く
問題を分析し、ゼミ形式での開講も検討中。�

算数の難問に挑戦する。パズル的発想力を養成し、
理論的解法へと発展させ、数学的思考力を養う�

地球から宇宙まで
まるごとウオッチ�
�

地球環境から宇宙に関する最新の話題までを、
実験・実習を交えて分かりやすく解説する�

勉強、部活動、友人、将来の夢、職業意識、
結婚観、平和、環境などについて、日本、ニュ
ージーランドなどの高校生の意識を調査する�

インターネット、電子メールで自国の生物をテーマ
にして、海外と交流する。写真、音声も利用しつ
つネット上で日米の花、虫、鳥などを紹介し合う�

英検資格取得と英文法の理解を目
指す�

体力トレーニングを理論的に学習し、様々
な機器の用途、使用法に習熟する�

時間�教室�内容�人数�講座名�

■ ２年生土曜日特別講座（'99年度・抜粋）�

■ １年生土曜日活用計画�

4／17�
�
5／15�
�
5／29�
��
6／12�
�
6／19�
�
7／3�
9／4�
�
10／2�
�
10／30�
�
11／6�
�
11／20�
�
12／4�
1／15�
1／29�
�
2／5�
�
2／19

みろくの里－交歓合宿－にむけて�

漢字テスト�
（１５分）�

基礎学力充実講座�
英語・６５分�
中間の反省・実力対策�

小テスト英 授業調整 インターネット講習 環境教育（管理課）�

小テスト 教生と語る会 修学旅行のコース説明 学校祭�

小テスト英 授業調整 優れた『文章』に触れるⅠ 進路�

小テスト英 授業調整 体育学習発表会�

小テスト 優れた『文章』に触れる Ⅱ 文化祭 文化祭�

小テスト英 授業調整 表現指導－弁論に向けて 進路�

学年集会－進路課・生徒課�
                  学習ガイダンス�

小テスト�

校外研修（大学訪問、古墳探訪、老人ホーム訪問など）�

学校祭�講演会－講師　文・理系タイプ各１名　�
 進路・職業選択について�

１０
分
休
憩�

基礎学力充実講座�
数学・６５分�
中間の反省・実力対策�

１5
分
休
憩�

同和教育�

テスト�
（１５分）�

基礎学力充実講座�
英語・６５分�

基礎学力充実講座�
数学・６５分�

同和教育�

漢字テスト�
（１５分）�

基礎学力充実講座�
英語・６５分�

１０
分�

基礎学力充実講座�
数学・６５分�

１5
分�

文理選択�

小テスト 優れた『文章』に触れる Ⅲ 弁論大会クラス予選 文理選択カード切り�

小テスト 講演会－消費者教育 弁論大会�

漢字テスト�
（１５分）�

基礎学力充実講座�
英語・６５分�

１０
分�

基礎学力充実講座�
数学・６５分�

１5
分�

交通講話�
（全学年）�

漢字テスト�
（１５分）�

基礎学力充実講座�
英語・４０分�

５
分�

基礎学力充実講座�
数学・４０分�

１0
分�

読書ＨＲ�
（図書課）�

性教育�

１限 ２限 ３限 Ｌ・Ｈ・Ｒ�

●小テスト英…英語の 小テスト。基礎学力の定着を図る。�
●小テスト…国（漢字）・数学の小テスト。基礎学力の定着を図る。�
●基礎学力充実講座…数学・英語を中心に、自学自習のプリントに取り組ませる。担当の教師が巡回し
て質問を受ける。担任が監督。（休憩10分・15分）　国・数・英３教科で実施するときは５０分×３で実施。�
●教生と語る会・講演会（進路選択）…文理選択の参考になるような進路意識高揚のための取り組み。�
●優れた『文章』に触れる…国語・地歴・理科等の教師が選んだまとまった一編の文章を読む。（１月の
弁論大会に向けてという意味もある取り組み。）�
●表現指導…自分の考えをいかに的確に表現するかの指導。�
●弁論大会…�「優れた『文章』に触れる」・表現指導の成果をもとに各自の意見を的確に述べる経験を
積むための取り組み。冬休みに弁論の原稿作成を宿題として全員に課す。原稿によるクラス予選を経て�
（１／１５）、１月29日に代表者が出場する。�

特
別
講
座

を
持
っ
た
生
徒
と
の
出
会
い
の
中
で
実
現
し
て
い
ま
す
。

先
生
方
は
大
変
で
す
が
、
今
の
ご
苦
労
は
生
徒
に
も
見

え
て
き
て
い
る
は
ず
で
す
。
実
際
、
本
校
の
生
徒
た
ち

は
塾
や
予
備
校
に
頼
る
こ
と
な
く
、
学
習
指
導
の
面
で

教
師
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
行
事
へ

の
参
加
率
も
高
く
、
欠
席
者
は
病
欠
以
外
は
あ
ま
り
い

ま
せ
ん
。
本
校
に
限
ら
ず
、
学
力
格
差
を
抱
え
た
進
学

校
に
一
番
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
が
や
っ
て
く
る

の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
生
徒
に
働
き
か
け
て
指
導
の

き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
と
い

う
場
所
は
と
て
も
大
事
な
ん
だ
、
と
生
徒
に
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
教
育
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
三
　
先
生
）

岡
山
芳
泉
高
校
の
取
り
組
み
は
、
完
全
週
５
日
制
や

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
へ
の
対
応
に
、
多
く
の
手
が

か
り
を
与
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

崎立

崎立

″



31 30進研ニュース V I E W 21 December ●1999

高
校
と
同

じ
よ
う
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
２
棟

の
校
舎
。
そ
の
校
舎
に
挟
ま

れ
た
中
庭
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
一
風
変
わ
っ
た

景
色
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
敷
き
の
通
路

の
両
脇
に
は
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
の
木
が
点
在
し
、
そ
の

下
に
は
雑
草
が
１
ｍ
以
上
も
の
丈
で
生
い
茂
っ
て
い
る
。

足
下
か
ら
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
聞
こ
え
る
水
の
音
を
辿
る

と
、
茂
み
の
真
ん
中
に
水
草
で
覆
わ
れ
た
小
さ
な
池
が

あ
り
、
そ
の
底
に
は
ザ
リ
ガ
ニ
や
小
魚
が
動
い
て
い
る
。

小
金
高
校
の
中
庭
は
、
実
は

＊

ビ
オ
ト
ー
プ
（
野
生
生
物

の
生
育
場
所
）
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
景
観
重
視
で
人

の
手
を
加
え
た
「
庭
」
と
違
い
、
ビ
オ
ト
ー
プ
は
自
然

の
ま
ま
の
環
境
と
生
態
系
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
伸
び
放
題
の
雑
草
は
、
あ
え
て
残
し
て
あ

る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
生
物
の
授
業
で
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
２
年
生
「
生
物
Ⅰ
Ｂ
」
の
授
業
で

は
、
昆
虫
の
生
態
を
学
ぶ
単
元
に
入
っ
た
最
初
の
時
間

に
、
昆
虫
観
察
を
行
う
。
１
匹
の
昆
虫
が
ど
ん
な
動
き

を
し
た
の
か
を
観
察
し
、「
エ
ソ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
る

動
物
の
行
動
メ
ニ
ュ
ー
表
に
記
録
し
て
い
く
。

「
お
〜
い
、
こ
こ
に
白
ア
リ
が
い
る
ぞ
」

「
え
〜
、
白
ア
リ
な
ん
て
い
る
の
!?
」

数
人
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
る
と
、
生
物
の
川
北
裕

之
先
生
は
腐
り
か
け
た
切
り
株
を
引
っ
繰
り
返
し
た
。

「
あ
、
ホ
ン
ト
に
こ
の
ア
リ
、
白
い
」

●
総
合
学
習
の
支
援
組
織
「
環
境
学
ゼ
ミ
」
を
設
立�

�

「
環
境
学
」の
授
業
を
行
う
た
め
に
は
、教
師
自
身
が�

�

幅
広
い
知
識
を
持
ち
、常
に
学
習
し
て
い
か
な
く
て
は�

�

な
ら
な
い
。そ
こ
で
作
ら
れ
た
の
が
、教
科
の
枠
を
越
え
た�

 

教
師
の
支
援
組
織
で
あ
る「
環
境
学
ゼ
ミ
」
。�

�

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行
う
「
環
境
学
」の�

�

進
行
状
況
を
教
師
間
で
共
有
す
る
場
と
し
て
も
機
能
。�

進
路
指
導
最
前
線�

�

授
業
の
工
夫�
教
師
は�

何
を
目
指
し
、�

ど
う
動
い
た
の
か
？�

�

5

「
白
ア
リ
見
る
の
、
初
め
て
か
も
！
」

中
庭
を
自
由
に
歩
き
回
る
生
徒
た
ち
。
皆
思
い
思
い

の
場
所
に
散
ら
ば
っ
て
、
大
き
な
石
を
ど
か
し
た
り
、

水
の
中
を
覗
き
込
ん
で
、
チ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
を
追
い
掛

け
回
し
て
い
る
。
ど
こ
か
楽
し
そ
う
で
も
あ
る
。

「
生
徒
た
ち
は
、
結
構
、
真
面
目
に
取
り
組
む
ん
で

す
。
ザ
リ
ガ
ニ
を
初
め
て
見
た
、
と
か
生
徒
は
面
白
が

っ
て
観
察
し
て
い
ま
す
よ
」（
川
北
先
生
）

中
庭
に

作
ろ
う
」

生
物
の
山
田
純
稔
先
生
と
川
北
先
生

は
、
地
域
の
自
然
保
護
団
体
な
ど
で
も

活
動
を
共
に
し
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
開
発
の
進
む
松
戸
市
に
、
自

然
を
残
し
て
生
物
を
呼
び
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
が
常

に
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
、
創
立
30
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
、
中
庭
の
改
修
工
事
を
県
に
要
望
す
る
話

が
持
ち
上
が
っ
た
の
だ
。

「
教
科
書
を
全
部
暗
記
さ
せ
る
だ
け
の
授
業
で
は
、

生
徒
の
心
に
は
何
も
残
り
ま
せ
ん
。
私
も
山
田
先
生
も
、

生
徒
た
ち
に
自
然
や
生
き
物
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
大

切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」（
川
北
先
生
）

「
生
態
系
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
も
、

教
科
書
で
は
図
を
見
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
で

も
校
内
に
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
ど
ん
な
生
き

物
が
い
る
の
か
探
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ビ
オ
ト

ー
プ
の
中
の
ど
ん
な
場
所
を
探
せ
ば
生
き
物
が
い
る
の

か
、
ど
う
し
て
そ
う
い
う
場
所
に
い
る
の
か
、
を
自
分

で
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
考
え
な
が
ら
、
自
然
に
生

態
系
の
仕
組
み
を
覚
え
て
い
く
ん
で
す
」（
山
田
先
生
）

校
内
で
中
庭
改
修
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
家
庭
科
か
ら
は
有
機
栽
培
の
た
め
の
菜
園
、
地
学

千
葉
県
立

小
金
高
校

１
９
６
５
年
創
立
。
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
千
葉
県
松
戸
市
の
住
宅
地
に

位
置
す
る
共
学
の
普
通
科
高
校
。
１
学
年
８
ク
ラ
ス
で
、

’99
年
度
入
試
で
は
、

法
政
大
31
名
、
明
治
大
28
名
な
ど
の
現
役
合
格
者
を
輩
出
。

ほ
ぼ
全
員
が
進
学
希
望
。
文
理
を
分
け
る
こ
と
な
く
、
選
択
科
目
中
心
で
、

制
服
の
自
由
化
を
実
施
す
る
な
ど
、
自
由
で
進
取
の
気
風
に
富
む
高
校
。

http://w
w
w
.asahi-net.or.jp/̃

at5n-sm
gm

千
葉
県
立

小
金
高
校

�

小
金
高
校
の
取
り
組
み�

●
校
舎
の
中
庭
に
「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
を
設
置�

�

自
然
や
生
き
物
に
触
れ
な
が
ら
生
物
の
知
識
を�

 

獲
得
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
た
め
に
、�

 

以
前
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
授
業
に
導
入
。�

 

も
っ
と
身
近
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
を
、と
の�

 

思
い
か
ら
、中
庭
に「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
を
設
置
し
た
。�

�

１
９
５
８
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
２
学
年
の

「
生
物
Ⅰ
Ｂ
」、３
学
年
の「
生
物
Ⅱ（
環
境

学
）」
を
担
当
。

’93
年
度
よ
り
同
校
勤
務
。

「
生
徒
が
元
々
持
っ
て
い
る
資
質
を

生
か
す
指
導
を
し
て
い
き
た
い
」

小
金
高
校
教
諭

川
北
裕
之K

aw
akita

H
iroyuki

１
９
５
６
年
千
葉
県
生
ま
れ
。

「
生
物
Ⅰ
Ｂ
」
担
当
。

今
年
度
は
３
学
年
の
担
任
を
務
め
る
。

「
生
き
物
の
観
察
を
通
し
て
、

自
然
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」

小
金
高
校
教
諭

山
田
純
稔

Y
am
ada
Y
oshinori

●
教
科
の
枠
を
越
え
た
総
合
学
習
「
環
境
学
」
の
導
入�

�

総
合
学
習
「
環
境
学
」は
、生
徒
が
自
ら
学
び
、考
え
、�

 

探
求
す
る
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
。�

 

今
ま
で
授
業
で
は
扱
わ
な
か
っ
た�

�

現
代
的
な
テ
ー
マ
を
中
心
に
据
え
、生
徒
の
興
味
や�

�

関
心
に
対
応
す
る
た
め
に
、教
科
・
科
目
の�

�

枠
を
越
え
た
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。�

ビ
オ
ト
ー
プ
を

物の授業では、ビオトープを活
用する以外にも、自宅周辺の西

洋タンポポと日本タンポポの分布状
況を手分けして調査させるなど、フ
ィールドワークを取り入れている。

生

普
通
の

「

ビ
オ
ト
ー
プ
を
使
っ
た

フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
導
入
で

参
加
型
授
業
を
実
践

＊ビオトープ（Biotop）：ドイツ語のBio（生物）とTop（場所）の合成語
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こ
と
。
問
題
設
定
の
仕
方
、
解
決
へ
の
筋
道
の
考
え
方
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
仕
方
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
ま
で
指
導
し
、
生
徒
た
ち
が
自

分
た
ち
の
力
で
研
究
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
、
普
遍

的
な
研
究
方
法
を
教
え
る
よ
う
に
し
た
。

六
つ
目
は
、
探
求
学
習
発
表
会
を
行
う
こ
と
。
学
内
、

学
外
に
も
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
外
部
か
ら
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
生
徒
の
今
後
の
学
習
に
活
か
せ

る
よ
う
に
し
た
。
初
年
度
は
上
智
大
の
教
授
と
学
生
、

早
稲
田
大
の
学
生
、
ま
た
他
校
の
生
物
の
教
師
が
発
表

会
に
参
加
し
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
後
」「
環
境

に
優
し
い
住
宅

と
は
」。
こ
れ
ら
は
、
今
年
度
の
「
環
境
学
」
の
研
究
テ

ー
マ
の
一
例
で
あ
る
。
１
学
期
に
こ
う
し
た
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
生
徒
た
ち
は
、
既
に
市
役
所
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
再
生
工
場
、
環
境
団
体
、
企
業
な
ど
に
自
分
た
ち
で

ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
取
材

や
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
２
学
期
は
探
求
学
習
の
段
階

に
入
り
、
生
徒
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
中
間
報
告
を

ま
と
め
、
発
表
す
る
。

「
無
茶
な
テ
ー
マ
だ
な
、
と
思
っ
て
も
、
最
初
は
と

に
か
く
や
ら
せ
て
み
る
ん
で
す
。
中
に
は
取
材
に
行
っ

て
初
め
て
、
自
分
た
ち
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
が
大
き
す

ぎ
て
手
に
負
え
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
相
談
に
来
た
ら
、
テ
ー
マ
を
絞
り

込
む
こ
と
や
、
別
の
取
材
先
を
紹
介
し
て
、
違
う
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
を
教
え
る
ん
で
す
」（
川
北
先
生
）

実
際
、「
太
陽
発
電
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
環
境
部
門
に
取
材
に
行
き
、
あ
ま
り
に
難
し

進
路
指
導
最
前
線�

�

授
業
の
工
夫�
教
師
は�

何
を
目
指
し
、�

ど
う
動
い
た
の
か
？�

�

5

近
辺
の
環
境
に
つ
い
て
詳
し
い
教
師
に
歴
史
的
、
地
質

的
観
点
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
っ
た
り
、
他
校
の

総
合
学
習
の
事
例
研
究
や
、「
探
求
期
」
の
テ
ー
マ
例
の

洗
い
出
し
な
ど
を
行
っ
た
。

四
つ
目
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
こ
と
。

考
え
て
い
く
方
法
や
、
研
究
す
る
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
特
に
テ

ー
マ
設
定
前
の
「
触
発
期
」
は
、
机
上

の
議
論
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
で
き
る
だ
け
多
く
導
入
す

る
よ
う
心
掛
け
た
。

五
つ
目
は
、
学
習
の
方
法
を
教
え
る

い
テ
ー
マ
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
大
学
生

で
組
織
す
る
環
境
団
体
を
川
北
先
生
に
紹
介
し
て
も
ら

い
、
再
取
材
。「
自
分
た
ち
の
学
校
で
も
で
き
る
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
」
へ
テ
ー
マ
を
変
更
し
た
。

「
テ
ー
マ
の
設
定
が
甘
か
っ
た
ん
で
す
。
大
学
生
を

取
材
し
て
、
も
っ
と
身
近
な
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
研
究
し

た
方
が
よ
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
」（
３
年
生
・
女
子
）

「
生
徒
た
ち
に
現
代
的
な
問
題
を
考
え
さ
せ
る
に
は
、

教
師
自
身
が
社
会
に
目
を
向
け
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。

教
師
も
研
究
者
の
１
人
と
し
て
、
何
か
探
求
す
る
テ
ー

マ
を
持
っ
て
い
な
い
と
。『
環
境
学
ゼ
ミ
』
で
の
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
、
校
外
に
出
て
行
っ
て
教
員
同
士
の
勉
強
会

や
市
民
団
体
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」（
山
田
先
生
）

「
勉
強
は
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で

す
る
も
の
。
教
師
自
身
が
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
ら
な
い
で
、

生
徒
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
も
無
理
な
話
で

す
か
ら
ね
」（
川
北
先
生
）

進
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
受
験
の
た
め
の
知
識
の
詰

め
込
み
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
の
「
学
ぶ
喜
び
」「
知
る

楽
し
さ
」
を
引
き
出
す
試
み
を
展
開
し
て
い
る
小
金
高

校
。
こ
う
し
た
教
師
た
ち
の
思
い
が
生
徒
た
ち
に
も
伝

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
３
年
生
の
秋
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
楽
し
そ
う
に
こ
な
し
て

い
る
生
徒
た
ち
の
表
情
に
も
表
れ
て
い
る
。

「
発
表
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
上
智
大
の
学
生
が
『
高

校
の
と
き
こ
ん
な
授
業
を
受
け
た
か
っ
た
』
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
前
遊
び
に
来
た
卒
業
生
も
『
環
境

学
の
授
業
が
一
番
役
に
立
っ
て
面
白
か
っ
た
』
と
言
っ

て
く
れ
て
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
」（
川
北
先
生
）

か
ら
は
百
葉
箱
の
設
置
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。
結

果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
「
教
科

学
習
の
教
材
の
場
と
し
な
が
ら
、
緑
の
空
間
・
休
憩
の

場
と
す
る
」
と
い
う
方
針
で
、
小
金
高
校
の
中
庭
ビ
オ

ト
ー
プ
は
’96
年
３
月
に
完
成
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
が
で
き
て
か
ら
、
生
物
の
授
業
で
は
実

験
や
観
察
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ザ
リ
ガ
ニ
に
目
を
輝
か
せ
る
生
徒
た
ち
の
表

情
か
ら
も
、
授
業
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
導
入
し
た

手
応
え
は
感
じ
ら
れ
た
。

「
で
も
、
生
物
の
授
業
の
中
で
行
う
実
験
や
実
習
だ

け
で
は
、
生
徒
は
私
た
ち
教
師
が
示
し
た
こ
と
を
行
う

だ
け
で
精
一
杯
。
実
験
の
本
来
の
目
的
を
理
解
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
な
か
な
か
到
達
し
ま
せ
ん
。
生
徒
自
身
が

本
来
持
っ
て
い
る
『
学
び
た
い
気
持
ち
』
を
も
っ
と
も

っ
と
引
き
出
し
、
授
業
の
中
身
に
つ
い
て
も
『
学
び
た

い
こ
と
を
学
ぶ
』
よ
う
な
授
業
を
展
開
で
き
な
い
か
と
、

常
々
考
え
て
い
ま
し
た
」（
川
北
先
生
）

そ
ん
な
と
き
、
川
北
先
生
は
当
時
小
金
高
校
で
政
治

経
済
を
担
当
し
て
い
た
和
井
田
清
司
先
生
（
現
千
葉
県

立
清
水
高
校
）
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。
授
業
に
、
個

人
研
究
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
取
り
入
れ
、
多
彩
な
授
業
展

開
を
実
践
し
て
い
た
和
井
田
先
生
も
、
川
北
先
生
と
同

じ
よ
う
に
教
師
中
心
の
″

注
入
主
義

と
も
言
え
る
授

業
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
。

「
生
徒
自
身
が
自
ら
学
び
、
考
え
、
探
求
し
て
い
く

た
め
に
は
、
学
ぶ
中
身
に
つ
い
て
も
現
代
的
な
問
題
を

扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
学
習
方
法
を
教
え
る
べ
き
だ
し
、
教
科
・

科
目
の
枠
を
越
え
た
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
中
心
と
し

た
学
習
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

に
よ
る
総
合
学
習
を
ま
ず
生
物
の
授
業
の
中
で
行
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」（
川
北
先
生
）

川
北
先
生
、
和
井
田
先
生
の
提
案
は
職
員
会
議
で
も

了
承
さ
れ
、
’98
年
度
よ
り
３
年
生
を
対
象
に
し
た
自
由

選
択
科
目
「
生
物
Ⅱ
」
の
授
業
の
中
で
、
総
合
学
習
「
環

境
学
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。実

践
す
る
に
当
た
っ
て
、
考

え
た
ポ
イ
ン
ト
は
六
つ
。

一
つ
目
は
、
全
体
の
テ
ー
マ
を
「
環
境
」
に
絞
る
こ

と
。
学
び
た
い
こ
と
を
生
徒
が
決
め
る
と
言
っ
て
も
、

「
生
物
Ⅱ
」
の
時
間
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
生

物
に
関
連
す
る
全
体
的
な
テ
ー
マ
が
必
要
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置
で
生
徒
た
ち
の
自
然
環
境

へ
の
関
心
も
高
く
、
毎
日
の
生
活
に
密
着
し
た
テ
ー
マ

を
選
び
や
す
い
こ
と
か
ら
「
環
境
」
や
「
生
命
倫
理
」

を
取
り
上
げ
る
「
環
境
学
」
と
い
う
講
座
名
に
し
た
。

二
つ
目
は
、
テ
ー
マ
設
定
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
。

中
で
も
、
生
徒
に
と
っ
て
一
番
の
難
問
は
、
何
が
「
分

か
ら
な
い
」
の
か
発
見
し
た
り
、
ど
う
や
っ
て
「
仮
説
」

を
立
て
た
ら
よ
い
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
年
間
を
通
し
て
、
授
業
を
三
つ
の
段
階
に
分
け

て
展
開
し
（
表
１
参
照
）、
問
題
を
見
つ
け
る
た
め
に
教

師
側
か
ら
の
働
き
掛
け
と
生
徒
自
身
に
よ
る
事
前
学
習

な
ど
を
行
う
「
触
発
学
習
」
に
、
十
分
時
間
を
割
く
よ

う
に
し
た
。
例
え
ば
、
埋
め
立
て
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
三
番
瀬
で
の
生
態
観
測
や
、
近
隣
の
「
森
を
育
む
会
」

の
活
動
に
参
加
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、

学
校
近
く
を
流
れ
る
坂
川
に
つ
い
て
「
坂
川
の
水
と
歴

史
」
と
い
っ
た
他
教
科
の
教
師
に
よ
る
講
義
、「
熱
帯
林

輸
入
」「
原
子
力
発
電
所
増
設
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
を
３
か
月
間
か
け
て
実
施
し
た
。

三
つ
目
は
、
教
師
集
団
で
支
援
体
制
を
作
り
、
他
教

科
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
組
織
す
る
こ
と
。

環
境
問
題
は
、
生
物
分
野
だ
け
で
捉
え
る
に
は
範
囲
が

広
す
ぎ
、
ま
た
複
雑
す
ぎ
る
。
教
師
に
も
、
専
門
外
の

内
容
を
教
え
る
こ
と
に
は
不
安
や
躊
躇
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
生
物
以
外
の
教
科
・
科
目
の
教
師
に
よ
る
自
主
的

な
協
力
支
援
組
織
と
し
て
「
環
境
学
ゼ
ミ
」
を
運
営
す

る
こ
と
に
し
た
。
放
課
後
に
有
志
の
教
師
が
集
ま
り
、

合学習「環境学」の授業では、
希望者を募り、「三番瀬観察会」

や「森を育む会」に参加。実際に足
を運び自分の目で見て体験したこと
で、環境への意識が高まった。

総

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

総
合
学
習
を

「

オリエンテーション�
相互紹介�
講義�
フィールドワーク�
ディベート�

探求学習（文献調査、
フィールドワーク）�
プレゼンテーション
技法の学習�
研究発表�

報告書作成�
アンケート記入�
（１年間の授業の感
想）�

・�
・�
・�
・�
・�
�
・�
�
・�
�
・�
�
・�
・�

触
発
期�

探
求
期�

総
括
期�

４
月
〜
６
月�

７
月
〜
11
月�

11
月
〜
1
月�

表１�総合学習「環境学」の流れ�

″


